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議会運営委員会会議録 

 

平成３１年３月２２日 金曜日 

  午後１時３０分開議 

  午後２時２８分閉議（実時間４１分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．本日の議事日程について 

 （１）委員長報告 

 （２）議員提出発議案 

 （３）閉会中の継続審査・調査の申し出 

１．議会運営委員会の閉会中継続調査の申し出

について 

 （１）議会の運営に関する事項 

 （２）議会の会議規則、委員会に関する条例

等に関する事項 

 （３）議長の諮問に関する事項 

１．その他 

 （１）質疑・一般質問における予備日の取り

扱いについて 

 （２）１日２常任委員会の開催について 

 （３）視察旅費の前期・後期の振り分けにつ

いて 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  成 松 由紀夫 君 

副委員長  村 川 清 則 君 

委  員  大 倉 裕 一 君 

委  員  亀 田 英 雄 君 

委  員  谷 川   登 君 

委  員  橋 本 幸 一 君 

委  員  古 嶋 津 義 君 

委  員  村 山 俊 臣 君 

委  員  百 田   隆 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

議  長  福 嶋 安 徳 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 議会事務局長     國 岡 雄 幸 君 

                              

○記録担当書記     増 田 智 郁 君 

            土 田 英 雄 君 

 

（午後１時３０分 開会） 

○委員長（成松由紀夫君） 皆さんこんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）ただいま

から議会運営委員会を開会いたします。 

                              

◎本日の議事日程について 

○委員長（成松由紀夫君） まず、１．本日の

議事日程についてを議題とし、（１）委員長報

告の（イ）議案３４件について説明を求めま

す。 

○議会事務局長（國岡雄幸君） お疲れでござ

います。（｢お疲れです」と呼ぶ者あり）議会

事務局の國岡でございます。済みません、着座

にて説明させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○議会事務局長（國岡雄幸君） それでは、本

日の議事日程の（１）委員長報告の（イ）議案

３４件につきまして御説明いたします。 

 お手元の平成３１年３月定例会議事日程（第

５号）をごらんいただきたいと思います。 

 流れでございますけれども、まず、議長の諸

報告の後、日程第１から日程第３４までの市長

提出案件３４件については、おのおの付託され

ておりました４常任委員会から審査が終了した

旨の報告がございましたので、この審査の経過

並びに結果について委員長報告があります。 

 委員長報告の後、お手元に配付しております
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とおり、議案第３４号・平成３１年度八代市一

般会計補正予算（第１号）に対する修正案が亀

田議員外７名から提出されておりますので、発

議者を代表し亀田議員から趣旨弁明がございま

す。趣旨弁明の後、委員長報告及び修正案に対

する質疑が一括で行われまして、その後に討論

が行われる予定でございます。 

 次に、採決について御説明いたします。 

 議案第１号から３号までの３件はそれぞれ単

独で挙手採決、議案第４号から７号までの４件

はそれぞれ単独で起立採決、議案第８号から１

４号までの７件は一括で挙手採決、議案第１５

号及び１６号の２件は一括で挙手採決、議案第

１７号及び１８号の２件は一括で挙手採決、議

案第１９号は単独で挙手採決、議案第２０号か

ら２２号までの３件は一括で挙手採決、議案第

２３号は単独で挙手採決、議案第２４号及び２

５号の２件は一括で挙手採決、議案第２６号及

び２７号の２件は一括で挙手採決、議案第２８

号から３０号までの３件は一括で挙手採決、議

案第３１号は単独で起立採決、議案第３２号及

び３３号の２件はそれぞれ単独で挙手採決、議

案第３４号につきましては、まず修正案を採決

し、その採決方法は起立による採決が行われ、

修正案が可決された場合は、その後、修正案を

除いた原案を起立により採決いたします。修正

案が否決された場合は、原案そのものを起立に

より採決いたします。 

 また、お手元に委員会審査結果表を配付いた

しておりますので、後ほどごらんいただきたい

と思います。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） ただいま説明が終

わりましたが何か質疑はありませんか。ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、次に、

（２）議員提出発議案５件について説明を求め

ます。 

○議会事務局長（國岡雄幸君） それでは、議

員提出発議案につきましては、お手元に発議案

を配付しておりますとおり、５件が提出されて

おります。 

 まず、３月６日提出の発議案第１号・八代市

議会委員会条例の一部を改正する条例案につき

ましては、成松議員外９名から提出されたもの

で、趣旨弁明は成松議員さんが行われます。 

 なお、この条例改正案につきましては、さき

の議会運営委員会で改正内容につきまして御説

明いたしておりますが、その後確認いたしまし

たところ、お手元に配付いたしております新旧

対照表、裏ありますでしょうか、のとおり、新

たに追加いたした箇所がございます。新旧対照

表により追記箇所を含めまして御説明いたしま

す。 

 現行では、第２条第２項において、常任委員

会の名称、定員の定数及び部・課名を定めてお

りますが、本年４月１日から本市の組織機構が

変更となりますことから、第２条第２項第１号

中、内容でございますけれども、財政課の次に

資産経営課を追加し、第２号イ中、「、環境セ

ンター建設課」の部分を削除する必要がござい

ます。 

 同じく、第２項第３号アに、「病院事業に関

する事項を除く。」を追加し、第４号中、「病

院及び」までを削除し、新たにア、病院事業に

関する事項が加わります。 

 これは、市立病院が廃止になりましても、４

月以降も病院事業に関して健康福祉部の所管と

なりますが、これまでどおり経済企業委員会が

所管するものと定めるものでございます。 

 つきましては、以上の内容で、本日の定例会

にて議員発議をお願いいたします。 

 次に、３月１５日提出の発議案第２号・農業

農村整備事業の地方財政措置の充実を求める意

見書案は、村山議員外１７名から提出されたも
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ので、趣旨弁明は村山議員でございます。 

 同じく、３月１５日提出の発議案第３号・道

路財源確保を求める意見書案は、金子議員外１

７名から提出されたもので、趣旨弁明は金子議

員となっております。 

 同じく、３月１５日提出の発議案第４号・Ｔ

ＰＰ１１協定及び日ＥＵ、ＥＰＡ並びに日米物

品貿易協定（ＴＡＧ）交渉に対する意見書案

は、谷川議員外１７名から提出されたもので、

趣旨弁明は谷川議員でございます。 

 以上の４件につきましては、一括議題とし、

趣旨弁明が述べられ、採決につきましては、そ

れぞれ起立により採決を行われます。 

 次に、３月１５日提出の発議案第５号・倫理

に関する特別委員会を設置する決議案は、橋本

幸一議員外１４名から提出されたもので、趣旨

弁明は橋本幸一議員でございます。 

 以上の１件につきましては、議長からの議題

の宣告後、趣旨弁明が述べられ、採決につきま

しては起立による採決となります。 

 なお、本発議案が可決された場合、議長が日

程に追加し、特別委員会設置を議題とする旨を

会議に諮られます。その後、本会議休憩中に、

委員選任の調整のため各派代表者会及び議会運

営委員会が開催された後、本会議再開後に委員

が選任され、再び本会議休憩中に特別委員会を

開催し、正副委員長互選が行われることになり

ます。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） ただいま議員提出

発議案５件について説明が終わりましたが、委

員会メンバー以外の会派などからの議員発議案

については、発議者代表から説明することとさ

れておりますが、この際、補足説明があればお

願いしたいと思います。ございませんか。

（｢なし」「もう説明はよかっですね」と呼ぶ

者あり）いや、委員会メンバー以外の会派など

からの発議についての部分なんで。よろしいで

すか。 

 橋本委員、大丈夫です。委員会のメンバー

で。 

○委員（橋本幸一君） それでは、農業農村整

備事業の地方財政措置の充実を求める意見書

案、これは、従来どおり、これまで農村整備事

業というのは大変な事業でございまして、国の

財政措置がなければどうしてもできないという

部分があって、特にこの災害復興が出て、災害

等がある自治体も多く、きっちりした地方財政

をするためには国の財政措置をお願いしますと

いう、そういうことでございます。 

 それから、道路財源確保を求める意見書、こ

れは、災害が発生したときにはどうしても道路

のインフラというのは必要不可欠なものでござ

いまして、ダブルネットワークといいますか、

いろんな道路交通網の整備によってですね、そ

の災害復旧の後の対応も求められるということ

で、その財源確保を求めるということでござい

ますのでよろしくお願いいたします。 

 それから、ＴＰＰ１１協定及び日ＥＵ、ＥＰ

Ａ並びに日米物品貿易協定（ＴＡＧ）ですが、

特にこのＴＡＧというのはもうやがて始まるわ

けでございますが、ＴＰＰ以上に農産物等につ

いて影響が大きいだろうということが予測され

ます。八代においても、稲とか、それから果樹

等に影響があると想定されております。そうい

うことによりまして、しっかりした国の責任あ

る交渉をやっていただきたいという、その意見

書でございますのでよろしくお願いいたしま

す。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） 以上、説明をいた

だきましたが、村山委員、谷川委員よろしいで

すか、今のとおりで。（｢はい」と呼ぶ者あ

り） 

 ほかにございませんか。ほかにございません

か。 
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○委員（山本幸廣君） 今、橋本委員から今説

明があった農業農村整備事業、賛成でありま

す。同意をしたいと思いますので、その中で、

記のところのですね、３の農地や農業用水路等

の整備を行う非公共事業の市町村負担につい

て。非公共事業の市町村負担、そこはいいんで

すけども、これは、やけど、土地改良事業で、

農地や農業用水というのは土地改良ですもん

ね。（委員橋本幸一君「はい」と呼ぶ）そこら

あたりを認識の上でこれをつくったということ

ですね。（委員橋本幸一君「そうです」と呼

ぶ）その確認ですよ。（委員橋本幸一君「その

関連事業というのもほとんどですね」と呼ぶ）

オーケー。はい、委員長よろしいです。ちょっ

と確認。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、次に、

発議案第５号について、補足説明があればお願

いいたします。 

○委員（橋本幸一君） これは、我が自民党会

派で出させていただいたわけですが、先般、議

会運営委員会の管外視察の中で、他自治体の状

況も視察させていただいて、やはり合併以前か

らこの八代の政治倫理というのはあったわけで

ございますが、もう一度見直してみようかとい

うか、そういう機運もあるのと同時に、いろん

な倫理に関する部分についても、これを機に協

議してみようというか、そういう流れの中で今

回提案させていただきました。 

 よろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。よろしいですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 以上、説明をいた

だきましたが、何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、それで

は、ただいま協議しました発議案５件について

の委員会付託について協議いたします。 

 付託はいかがいたしましょうか。付託はいか

がいたしますか。（｢なし」と呼ぶ者あり）付

託なしで。 

 それではお諮りいたします。 

 議員提出発議案５件については、委員会付託

を省略することに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 

 次に、（３）閉会中の継続審査・調査の申し

出について報告を求めます。 

○議会事務局長（國岡雄幸君） それでは、閉

会中の継続審査・調査申し出につきまして御説

明いたします。 

 閉会中継続審査（調査申し出書）をお開きい

ただきたいと思います。 

 まず、経済企業委員会では、所管事務調査２

件及び陳情１件、建設環境委員会では、所管事

務調査２件、文教福祉委員会では、所管事務調

査２件、総務委員会では、所管事務調査２件。

なお、議会運営委員会におかれましては、この

後、御決定をいただくことを予定いたしまし

て、ごらんの３件を記載しております。 

 これらを合計しまして１２件となります。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） ただいま報告が終

わりましたが、何か質疑ありませんか。ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議会運営委員会の閉会中継続調査の申し出に

ついて 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、次に、

２．議会運営委員会の閉会中継続調査の申し出

についてお諮りいたします。 
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 本委員会は、議会の運営に関する事項、議会

の会議規則、委員会に関する条例等に関する事

項、議長の諮問に関する事項について、閉会中

も引き続き調査することとし、継続調査を申し

出たいと思いますが、これに御異議ありません

か。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 

                              

◎その他 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、３．その他

について、（１）質疑・一般質問における予備

日の取り扱いについてですが、本件について

は、さきの本委員会において一旦持ち帰り、本

日再度協議することになっておりましたので、

本日、本件に対する各委員の御意見を伺いたい

と思います。 

 まずは、自由民主党和を代表して橋本代表。 

○委員（橋本幸一君） 質疑・一般質問におけ

る予備日の取り扱いについて。これは、私が提

案したとおりよろしくお願いしたいということ

で、皆さんの合意をとりつけてあります。 

 それから、１日２常任委員会の開催について

は……、一括か。ばらばら。（｢ばらばらでし

ょう」「ばらばらです」と呼ぶ者あり）それな

ら、１については、私は。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。

（委員橋本幸一君「はい」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、自由民主党

絆を代表して古嶋代表。 

○委員（古嶋津義君） うちは、予備日は要ら

ないだろうという結論に達しました。 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、自由民主党

礎を代表して村山代表。 

○委員（村山俊臣君） 礎も同じように、予備

日は必要ないということで同意をいただきまし

た。 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、無所属未来

八代を代表して山本代表。 

○委員（山本幸廣君） 先般の持ち帰りの中

で、会派として議論をいたしました結果、議員

の定数も削減をしたし、一般質問等をですね、

考慮した中では、予備日というのは、委員長の

御提案ありましたように、予備日については今

後必要でないというふうに取り扱いをさせてい

ただきました。未来としてはですね。 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、改革・市民

の会を代表して亀田代表。 

○委員（亀田英雄君） 予備日を使ったことが

ないということで、それは受けざるを得ないだ

ろうということでございました。 

○委員長（成松由紀夫君） 最後に、一人・二

人会派からの御意見について、國岡議会事務局

長、説明を願います。 

○議会事務局長（國岡雄幸君） それでは、一

人会派、二人会派からの意向につきましては、

公明党さん、日本共産党さん、新風さん及び２

１世紀を考える会さん、いずれの会派も予備日

は必要なしということでお答えをいただいてお

ります。 

 以上でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） ただいまそれぞれ

本件に対する意向が示されましたが、質疑・一

般質問における予備日の取り扱いについて、い

かがいたしましょうか。 

○委員（橋本幸一君） もう反対がなかったわ

けですから、そのとおりやってもよろしいんじ

ゃないですか。 

○委員長（成松由紀夫君） あと、仮に実施す

る場合の開催タイミングも含めて、その次から

すぐよろしいのかどうかも含めて、御意見いた

だければ。 

○委員（橋本幸一君） 次の６月議会からで、

私はいいと思います。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ
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んか。よろしいですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、ただい

まの御意見のとおり、現在、質疑・一般質問の

日程において予備日が設けられておりますが、

本予備日については、６月定例会より設けない

ことに御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 

 次に、（２）１日２常任委員会の開催につい

てですが、本件についても、さきの本委員会に

おいて一旦持ち帰り、本日再度協議することに

なっておりましたので、本日、本件に対する各

委員の御意見を伺いたいと思います。 

 まずは、自由民主党和を代表して橋本代表。 

○委員（橋本幸一君） 委員会の傍聴人数も最

初の想定からすれば以前と変わらない、１日、

２日の時期と変わらないということ。それと、

議会の日数短縮という理由からも、私の会派は

賛成ということで合意がとりつけております。 

○委員長（成松由紀夫君） １日２常任委員会

賛成ということですね。 

 次に、自由民主党絆を代表して古嶋代表。 

○委員（古嶋津義君） 私も初日の経済企業を

傍聴に行きまして、午前中でしたが誰もいらっ

しゃいませんでしたし、最後の総務委員会もお

りましたがどなたもなかったので、１日に２委

員会でいいだろうという判断をして、そのよう

に申し上げましたところ、それでよかばいとい

うお答えをいただきましたので、１日２委員会

に賛同であります。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、賛同。 

 次に、自由民主党礎を代表して村山代表。 

○委員（村山俊臣君） 礎も同じように、会期

が短縮されるということで、職員の皆様の負担

の軽減も図られるかと思いますので、礎のほう

も皆さんと話し合いまして賛同をいただいてお

ります。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、礎も賛同。 

 次に、無所属未来八代を代表して山本代表。 

○委員（山本幸廣君） 結果としては、２常任

委員会、１日、これには反対でありました。 

 理由としては、委員会の放映をしております

ので、１委員会ならばですね、市民の方々も的

確に委員会を傍聴できるというようなことで、

１日１委員会をということでしていただきたい

というふうな意見がありましたので、結果的に

未来としては、これについては１日１委員会と

いうことで、２委員会については反対というこ

とです。 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、改革・市民

の会を代表して亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） １日１委員会を継続し

てほしいという意見と、話し合いを進めている

中で、この会議の流れからいえばどげんなっと

うかなという話の中でですよ、それでも、当初

予算、３月議会の１日１委員会は、ここに来な

くてもネットでも聞けるので、３月議会の１日

１委員会だけは維持してほしいなという意見が

二通り出まして、結果的に一本に絞ることはで

きなかったんですが、１日２委員会でいいとい

う結果には至りませんでした。それに賛成する

ということには、どちらの意見も至らなかった

と。当初予算だけでもいかせてほしいなという

気持ちはあります。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ということは、１

日２常任委員会、反対でよろしいですね。 

○委員（亀田英雄君） そうです。そこに至ら

なかったということです。 

○委員長（成松由紀夫君） 結論はですね。 

 最後に、一人・二人会派からの御意見につい

て、國岡議会事務局長、説明を願います。 

○議会事務局長（國岡雄幸君） １日２常任委
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員会開催することにつきましては、公明党さ

ん、新風さん及び２１世紀を考える会さんの３

会派は、１日２常任委員会につきましては異議

なしということでございましたが、日本共産党

さんにつきましては、現在委員会傍聴はしてい

ないがインターネットで傍聴していると。ま

た、常任委員会は録画もあるがすぐにアップさ

れないので、現状維持を望むという意見でござ

いました。 

 以上でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） 一人・二人会派は

結論から言うと。 

○議会事務局長（國岡雄幸君） 済みません、

一人・二人会派につきましては、公明党さん、

新風さん、２１世紀を考える会さんは１日２常

任委員会は賛成と。 

○委員長（成松由紀夫君） 賛成ですね。 

○議会事務局長（國岡雄幸君） はい。それ

と、日本共産党さんにつきましては、現状維持

を望むということで反対ということでした。 

○委員長（成松由紀夫君） それではいかがい

たしますか。１日２常任委員会の開催につい

て、それと、――まず、やるかやらないかとい

うことと、その方向によっては開催のタイミン

グも含め、御意見があればお願いいたします。 

○委員（山本幸廣君） 質疑・一般質問におけ

る予備日の取り扱いについては、委員長の御配

慮の中で６月定例会から縮小ということで決ま

ったわけでありますので、よろしければこの

（２）をですね、委員長、未来の代表として持

ち帰らさせていただいて、もう一回だけ議論さ

せて、次の議運でですね、御判断いただければ

なというふうに思いますが。これは私の代表の

気持ちですからですね。そこらあたりはひと

つ、委員長でお諮りしていただければと思いま

す。 

○委員長（成松由紀夫君） 無所属未来八代山

本代表からはもう一度持ち帰らせていただけな

いかということでありますが、ほかに。この間

の提案というのは、予備日で１日減る、それと

開催日の短縮というのが一番の目的で、２常任

委員会にするとやはり四、五日の短縮が図られ

るというような思いもありますので、そういっ

たことも含めて皆さんから御意見をいただきた

いと思います。 

○委員（亀田英雄君） 持ち帰りがかなうよう

であればですよ、先ほど申しましたように、当

初予算だけでもですね、聞くかいは、――今

回、聞いとったんですが、やはり全体が見えま

すので、それも含めて持ち帰りができればなと

いうふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） 改革・市民の会か

ら持ち帰りというのが出ておりますが、ほかに

御意見ございませんか。 

○委員（古嶋津義君） 前回もちょっとお話を

させていただきましたが、私個人としては、予

算委員会の設置を遠い昔、大分、議会改革特別

委員会の中で申し上げましたが、賛同は得られ

ませんでした。それを設置することによって、

各常任委員会を傍聴しなくても、ネットで見な

くても、ある程度のことはわかるものではない

かというふうに、この前も申し上げたところで

ございます。 

 いうなれば、時間短縮、少し会期を短くす

る、そういう点からもいいのかなと。それと同

時に、職員さんの負担も減るのではないか、そ

の分市民サービスに向けられるという方向であ

りますので、私は１日せめて２委員会でもいい

んだろうと。 

○委員長（成松由紀夫君） ６月からですね。 

○委員（古嶋津義君） はい。私としては、大

体、予算委員会をつくるなら１日に４委員会で

もいいと思います。 

○委員長（成松由紀夫君） 今、古嶋代表から

６月より会期の短縮という御意見が出ておりま
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すが、ほかにございませんか。 

○委員（山本幸廣君） 会期の短縮については

この前、前回、委員長が提案されたとき、私も

未来の代表としてそれには賛同と、短縮をする

ということは。いろいろと会派の事情もあるも

んですから、そこらあたりについては、委員

長、お計らいをしていただいて持ち帰りをさせ

ていただければなというふうに思います。 

○委員長（成松由紀夫君） 再度持ち帰りをお

願いしたいということでありますが、話がまと

まらず拮抗するとどうしても、全会一致で議運

は行きたいという方針はございますが、採決に

よる決定もあり得ますし、そういったところも

含めて、６月から早期に会期短縮、今、各自治

体、県議会も含めていろいろと議論されており

ますので、どうされるのかもう少し皆さんの御

意見を伺いたいと思いますが。百田委員、何か

ございませんか。 

○委員（百田 隆君） ネットで見られる方も

いらっしゃるということで、その意見は尊重せ

ないかんと思いますけれども、ただ、１日１委

員会だということになるといろいろな点で過剰

な負担が出てくる可能性もありますので、今、

古嶋委員が言われましたようにですね、予算委

員会を設置することによってある程度の市民の

皆さん方の要望はできるんじゃないかなという

ふうに思います。 

 そういうことで、予算委員会の設置、そして

１日２委員会ということについては、そのほう

が私もよかろうというふうに思います。 

○委員長（成松由紀夫君） 今、予算委員会と

いうお話が出ましたが、今の件は予算委員会と

は全く関係ないところでの話ですので、１日２

常任委員会でいくということですね、結論。

（委員百田隆君「はいはい」と呼ぶ） 

○委員（橋本幸一君） 今の問題は常任委員会

をどうするかの問題であって、まだ予算委員会

の、これは別次元の問題ですから、それについ

てはまだ議論すべきではないということで。私

も先ほど古嶋委員言われたように、この会期の

短縮というのは非常に、職員が本来の業務に当

たるためには、非常に重要なことかと思ってお

ります。委員会の中で関係予算が来るときは全

部やっぱり拘束されるわけですから。それにつ

いての時間を市民サービスに向けてもらうとい

うことは、私は必要と思いますから、１日２常

任委員会についてはぜひお願いしたいと思いま

す。 

○委員（古嶋津義君） 間違えのないように再

度申し上げておきますが、予算委員会について

は私の持論でありますので、その辺のところは

お間違えのないようにお願いをしたいと思いま

す。 

 それと同時に、先ほど委員長が申されました

ように、全会一致が原則であるということで、

私もその部分は了解をしておりますものの、さ

きの委員長のときにですね、それが全部ほごに

なっておりますので、その辺のところはその辺

でしっかり考えていっていいんじゃないかなと

いうふうに思っております。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） 予算委員会の件に

ついては、また議会改革のほうで……。（委員

橋本幸一君「委員長、まだ意見集約で持ち帰り

ということでございますので、そこはしっかり

ですね、議論する必要もあるわけですから、そ

れはそれで私は結構かと思います」と呼ぶ）ほ

かに。谷川委員、村山委員、何かございません

か。 

○委員（谷川 登君） 今、団長のほうからお

話がありましたように、委員会設置については

ですね、和のほうもですね、一応そういった形

でいったほうがいいんじゃないかというふうに

思います。 

 それと、先ほど持ち帰りのお話がありました

が、やはり全員ですね、一致すればなというよ
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うなことで思っておりますけども。一応私のほ

うはそういうふうに思っております。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかに。村山委員

ございませんか。 

○委員（村山俊臣君） ２常任委員会のほう

で、私は進めていただいたほうが、やはり職員

の皆様の市民サービスの提供のほうをしていた

だきたいので、礎の皆さんと同様に、私も２常

任委員会の開催について賛同いたしたいと思い

ます。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） いろいろ議論は出

尽くしていると思いますが、大倉委員は何かご

ざいませんか。 

○委員（大倉裕一君） まずは代表が申し上げ

ましたとおり、今回持ち帰らせていただいて、

再度の検討を会派のほうでさせていただければ

というのが一番の願いであります。 

 それから、個人的には、今傍聴には来ており

ませんけれども、インターネットで各委員会の

ほうは傍聴させていただいておりまして、非常

に有効に私としては、運営がなされているとこ

ろを有効活用させていただいているというとこ

ろです。 

 職員さんたちの負担という部分もありました

けれども、結果的には委員会のほうに説明に来

るという時間は変わらないわけでありますの

で、地方自治法でも年４回の議会は開催をする

と、そしてその中で委員会の開催もうたってあ

るわけですので、そういう面ではこの委員会の

開催についてはですね、現状のままできればな

というふうな思いを持っているのが個人的な意

見です。 

○委員長（成松由紀夫君） 持ち帰らせてとり

あえずいただきたいということであります。

（委員古嶋津義君「ただ、ネットで見とるっち

ゅうばってん、誰が証明すっか……」と呼ぶ） 

 挙手の上。（委員古嶋津義君「ひとり言で

す。誰が証明するとですか。ひとり言です」と

呼ぶ）ほかにございませんか。 

○委員（山本幸廣君） 過去を振り返ればです

ね、各常任委員会を１委員会にしたのはです

ね、委員会室がはっきり言って少ないと。もと

もとの旧市役所の後、市役所の議会棟ですけれ

ども。そういう中でですね、１日２常任委員

会、これを大体今までは進めてきたんですよ

ね。 

 その中で、今回このような１日１委員会とい

う形になったわけですけれども、市民サービス

とかそういうのじゃなくてから、やっぱ議会の

中で議論するならばどっちがいいかなというこ

とをですね、結論づけるのに、私も大変苦労し

たんです。委員長が言われたように、会期の日

程の短縮というのを、これは考えないかんとい

うのは、これは皆さん議員は一緒だと思うんで

すよ。土曜、日曜入って、祝日入ってこうあっ

たり、もうほとんどですね、各常任委員会を短

縮、そして質疑・一般質問の予備日を削減す

る、――短縮する、そういう中でも、土曜、日

曜とか入ったときにはですね、だから月曜日に

するのか火曜日にするのかということもありま

したですよね。こうなれば、やはりこれは月曜

からしなきゃいけない分も出てくるし。 

 そこらあたりをもう少し会派で議論させてい

ただければなということで持ち帰りをしてほし

いということなんです。そこまで言ってなかっ

たもんですけんでから、いろいろあったんです

よ。ということなんです、うちの会派としては

ですね。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかに何かござい

ませんか。 

 小会します。 

（午後２時０７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時２４分 本会） 
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○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 それでは、本件については、さまざまな意見

がございましたので、再度持ち帰りとすること

に御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、持ち帰

りということで、再度持ち帰っていただき、来

週金曜日まで事務局へ御回答をいただきたいと

思います。また、委員会開催については、近々

調整をさせていただくことでよろしいでしょう

か。よろしいですね。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 

 次に、（３）視察旅費の前期・後期の振り分

けについて、事務局より説明を願います。 

○議会事務局長（國岡雄幸君） 委員会旅費に

つきましては、議員御案内のとおり、常任委員

会旅費につきましては年間お一人１５万円、議

会運営委員会旅費につきましては年間１人当た

り１０万円ということでございます。 

 この旅費につきましては、当初予算議決後、

新年度から執行となりますが、ことしは委員会

委員任期であります２年目となりますことか

ら、９月定例会最終日において新たな委員会委

員の構成になろうかと思われます。 

 本来であれば、議決後、新年度になりまして

お願いするのが適当であろうと思いますが、委

員会によりましては、新年度早々にも行政視察

を計画される委員会もあろうかと思われますの

で、議決後にあっての平成３１年度予算の中の

議会費中、行政視察に係る旅費の取り扱いをあ

らかじめ御協議願いたいと思います。 

 ちなみに、今までの例を御紹介いたします

と、常任委員会の視察旅費は前期、いわゆる委

員会の改選前、それと後期、委員会の改選後に

分かれ、予算予定額のおのおのの半額ずつとさ

れております。議会運営委員会の視察旅費につ

きましては、委員会改選後の委員で視察を行う

ということで、後期に旅費一括を執行されてお

ります。 

 以上でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） ただいま説明があ

りましたが、何か質問等ありませんか。 

○委員（橋本幸一君） 済みません、最初のく

だりをもう一回説明をよろしいですか。 

○議会事務局長（國岡雄幸君） 委員会旅費に

つきましては、１委員年間１５万円、常任委員

会旅費ですね、それと議会運営委員会旅費につ

きましては年間１委員１０万円でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。

（｢はい」と呼ぶ者あり） 

 ほかにございませんか。ただいま説明があり

ましたが、何か質問等ありませんか。ないです

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、ただい

まの説明のとおり取り扱うことに御異議ありま

せんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 

 ほかに何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

本日の議会運営委員会を閉会いたします。 

（午後２時２８分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成３１年３月２２日 

議会運営委員会 

委 員 長 
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